
     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 2502 号 
 

2021.7～2022.6 
会   長 森本博明 
副 会 長 北村公一 
幹   事 小川佳伸 
雑誌･広報･会報委員長 

澤木政光 

週  報 

四つのテスト 1.真実かどうか 2.みんなに公平か 3.好意と友情を深めるか 4.みんなのためになるかどうか 

国際ロータリー第 2660 地区 

第 2919 例会 

創立 1959 年 6 月 16 日 

 

 

広めよう ロータリーの心 地域とともに 

令和 3 年 1 月 9 日 

2021～22 年度 
国際ロータリー会長 

Shekhar Mehta 
(奉仕しよう みんなの人生を豊かにするために) 

事務局・例会場：〒560-0021 豊中市本町 3 丁目 1 番 16 号 ホテル アイボリー内    
TEL 06-6858-1551   FAX 06-6857-0011 
 例 会 日 時：毎週火曜日 12 時 30 分より  

事   務   局：10 時～16 時(土日祝を除く) 
ＨＰアドレス： www .s un -i ne t. or .j p/ ~j tr c2 66 0/ 

 メールアドレス：jtrc2660@sun-inet.or.jp 

 

☆会長の時間☆ 
 

「クラブ運営方針」 

2021-22 年度 会長 森本博明 
  
 今年度の豊中 RCといたしましては、今一度原点に返り、ホームクラブの例会に重点を置き、できる限り週一
回の例会への参加をお願いしたいと思います。例会に参加することが、ロータリー活動の原点であります。ロ
ータリーの例会は奉仕を実践する原動力となるものです。そして、会員相互の親睦を図るものです。これこそ
がロータリーを理解、体現する 1 番の方法だと思います。そして、皆で語らいましょう、挨拶をしましょう、
会員同士のコミュニケーションを取りましょう。 
 卓話は、各人の職業、体験、趣味などからお願いできたらと思います。 
 親睦、唱歌委員会の担当は確実に引き継ぎをしてください。会員相互の親睦を深めるためには必要なことと
思います。現在では唱歌委員会の活動はストップしておりますが、皆で歌えるようになりましたらぜひ、活動
を再開してほしいと思います。 
 ロータリー歴の長い会員には、当クラブの良き伝統をぜひとも継承していただきたく思います。そして、ロ
ータリー歴の短い会員は、解らないことは積極的に聞いてください。ホームクラブでの良き体験を伝えること
が、会員増強、ロータリーの公共イメージ向上につながると信じております。風通し良く、楽しく、解りやす 
く、思いやりのある心温まる充実した私たちのロータリー活動をめざして一緒に頑張っていきましょう。皆で
集い、皆で語り合える場にしていきましょう。 
 最後になりましたが、私のような若輩者が伝統ある豊中ロータリークラブの会長として務まるかどうか大変
不安でございますが、精いっぱい努力させていただきますので、会員皆様のご支援、ご協力を宜しくお願い致
します。 

 

 

                           

     

 

次 回 （ 7 月 13 日 ） の プ ロ グ ラ ム  

「 新 年 度 運 営 方 針 」  

職 業 奉 仕 委 員 長 ： 眞 下  節  

社 会 奉 仕 委 員 長 ： 武 枝 敏 之  

国 際 奉 仕 委 員 長 ： 小 寺 潤 一  

青少年奉仕委員長： 吉 川 秀 樹  

本 日 （ 7 月  6 日 ） の プ ロ グ ラ ム  
  

「 新 年 度 運 営 方 針 」  

会  長 ： 森 本 博 明  

副 会 長 ： 北 村 公 一  

幹  事 ： 小 川 佳 伸  

令和 3 年 7 月 6 日 

 



例 会 出 席 報 告☆ 

                             

     
第2918回 

 
第2915回 

例 会 日   6月 22日 3 月 30 日 
① 会員数 A 38 37 

  （内出席免除者） 8 8 

② 出席義務者数  30 29 

③ 出席義務者出席数 20 23 
④ 出席免除者出席数  6 4 
⑤ メイクアップ数  

 
1 

⑥ 出席義務者欠席数  10 7 
出席率 % 72.22％ 84.85％ 
出席率（2918回）③+④／②+④ 出席率（2915回） ③+④+⑤／②+④ 
 
○幹 事 報 告○ 

 
・国際ロータリー日本事務局より 

2021 年 7 月のロータリーレートは、１ドル＝111 円です。 
・国際ロータリー第 2660 地区より 
「ガバナー事務所・ガバナーエレクト事務所開設のご案内」

が届きました。 
「2021-22 年度【地区資金 前期分】 お振込のお願い」 
 が届きました。 
「2021-22 年度ガバナー月信 7 月号」が届きました。 
・豊中市環境部環境政策課より 
「令和 3 年度とよなか市民環境会議総会議決決定結果」 
 が届きました。 
・〈公財〉大阪交通災害遺族会より 
「パンジーだより 330 号」が届きました。 
✑ 掲 示 板 ✑ 
 

・2021－22 年度 第 1 回定例理事会  
 日  時：2021 年 7 月 6 日（火） 本日例会終了後 
 場  所：ホテルアイボリー「さくらの間」 
・新会員歓迎納涼会は中止いたします。 
・第 2 回定例理事会 
 日  時：2021 年 8 月 3 日（火） 例会終了後 
 場  所：ホテルアイボリー    例会場前 
・クラブ奉仕フォーラム 
 日  時：2021 年 8 月 10 日（火） 例会終了後 
 場  所：ホテルアイボリー    例会場 
・情報集会は中止いたします。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

  
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎副幹事・副 SAA 当番◎ 
7 月副幹事       宮田幹二会員 
7 月副 SAA      村司辰朗会員 

 

☆7 月受付当番☆ 
チーフ：田中正一会員 
7 月 6 日   村司辰朗会員、矢野 昭会員 
7 月 13 日  横田広司会員、原 和永会員 
7 月 27 日 佐川正治会員、南原 淳会員 

 

🌸7 月のお祝い🌸 

・ホームクラブ皆出席 
 松山辰男会員 
 宮田幹二会員 
 岩本洋子会員 
・皆出席 
  小川佳伸会員          4 年 
  原 和永会員        1 年 
・ご夫人誕生日 
 松本拓朗会員 美鈴夫人  7.19 
 松本 悟会員 千夏夫人  7.16 
・入会記念日 
 横田広司会員     H. 6. 7.12 
  松山辰男会員     H.13. 7. 3 
  北村公一会員     H.15.7. 1 
 松尾宗好会員     H.15. 7. 1 
  宮田幹二会員     H.25. 7.16 
  原 和永会員     R. 1. 7.31 
・会員誕生日 
 松本 悟会員     S.39. 7.24 
 
🌸6 月 22 日のニコニコ箱報告🌸 
・皆出席祝いを頂いて 
 澤木会員  27 年 
 畑田会員  25 年 
 武枝会員  16 年 
・誕生日祝いを頂いて 
 横田、松尾、志水各会員 
・結婚記念日祝いを頂いて 
 横田、奈須、今川各会員 
・家内の誕生日祝いを頂いて 
 佐川、北村、奈須、志水、吉川各会員 
・入会記念日祝いを頂いて 
 澤木、畑田、矢口、佐川、狩野各会員 
・写真を頂いて 
 木村、米田、矢野、佐川、武枝各会員 
・一年間ありがとうございました。 

宮田、岩本各会員 
・創立記念日の記念品を頂いて 
 木村、村司、米田、矢口、森本、武枝、  
松山、田畑、原各会員 

・ゴルフ優勝いたしました。 木村会員 
・ゴルフ 2 位でした。    米田会員 
・ゴルフ 3 位でした。    武枝会員 
・小寺、宮田、眞下各会員にお世話になり 
ました。         原 会員 

・松本会員にお世話になりました。矢野会員 
・欠席のお詫び       松尾会員 
・次年度、よろしくお願い致します。 
              森本会員 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

✑6 月 22 日の卓話✑ 

 

「１年間を振り返って」 
  ～変化を感じる一年でした～ 

2020-2021 年度 会長 岩本洋子 
  

昨年の７月から、コロナ禍でも通常どおり例会をしておりました。秋の家族会で滋賀県の佐川美術館と雄琴

温泉の料理旅館「花街道」へ行きました。クリスマス家族会、新年互礼会も開催しました。しかし、１２月に

ホテルアイボリーのデイケア部門でコロナのクラスターが発生し、例会を千里阪急ホテルへ移したり、曽根の

文化芸術センターを借りたり、エトレ豊中の会議室を借りて例会をしました。「コロナ感染が心配な方は休んで

下さい」という方針で、欠席を気にしないで例会を開催しました。そうこうしているうちに千里阪急ホテルは

３年後に休業になる決定がされました。驚くべき変化です！ 
地区大会やライラやロータリーデーが実際に集会できなくて、オンラインになったりしているうちに、４月

１３日の例会を最後に、緊急事態宣言によりホテルアイボリーは休業、豊中ロータリーの例会も休会になりま

した。 
変化の一年でしたが、この４月・５月・６月の例会休会中もロータリーは動いておりましたことをお話しい

たします。 
・子供食堂への支援として、お米１トンを豊中市社会福祉協議会に寄付しました。 
・米山奨学生の楊君は中国へ帰国し、新しい米山奨学生として、ネパール人のススミタさんが決まりました。

カウンセラーは岩本です。 
・ＧＧ（グローバル・グラント）による国際奉仕が、地区、ロータリー財団などの手続を経て、タイの病院

への医療機器の寄付を申請しています。 
・来年３月１２日のロータリーデーの講演者が、思想家の内田樹（たつる）さんに決まりました。 

コロナは終わっていません。これからも色々な変化があると思いますが、豊中ロータリークラブの活動に、是

非、ご協力下さい。そして一年間、ありがとうございました。 
 

✑6 月 22 日の卓話✑ 

 
「一年を振り返って」 
 

2020-21 年度 幹事 宮田 幹二 
 
この一年間、岩本会長の力強いリーダーシップのもと、小川副会長と力を合わせて、クラブ運営に携わ

ってきました。 
コロナ禍、例会や年間行事をできる限り開催できないかと祈願する一年でした。第 1 波が収束したと思

いきや、8 月から第 2 波、12 月から第 3 波、4 月から第 4 波が次々に押し寄せてきました。このような中、

例会を 4 月 13 日までほぼ行事表通りに開催しましたが、4 月 20 日から 6 月 8 日まで休会となりました。 
ガバナー補佐訪問(10/13；3/9)、ガバナー公式訪問(10/27)、職場見学と秋の家族会(11/19)、年末家族会(12/19)、

新年互例会(1/9)は開催できましたが、残念ながら、新会員歓迎納涼会(8/1)、春の家族会(4/11)、豊中 RC 創

立記念日例会(6/12)、情報集会などは中止となりました。 
コロナ禍で密をさけるため、地区のネット会議が多くなりました。情報共有を進めるため、地区ホーム

ページには、今まで以上に多くの情報が掲載されるようになり、各種の会議やロータリー活動も全会員が

視聴できます。例えば、ガバナー月信を見ますと、例会を長期にわたり中止したクラブが多数あり、驚か

されます。そのような中、豊中 RC の例会開催数は多く、コロナ禍でも会員間の懇親を深め、各種奉仕活

動を続けられたのは、奇跡のようにも感じております。 
各種寄付に関しては、昨年度と同じように御協力頂き、奉仕活動を例年通り遂行できました。この一年

間の皆様の多大な御協力に心より感謝申し上げます。 
ワクチン接種が急速に進んでいます。来年度は、コロナ禍以前にもどり、ロータリー活動が活発に行え

ることを祈願します。 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

✑6 月 22 日の卓話✑ 

 
「一年を振り返って」 
            2020－21
 

今年度の活動は、タイ国シーロムＲＣからの紹介による新たなＧＧであるバンナサン

機器の贈呈プロジェクト実施の成果確認のためタイ国訪問の予定でしたが、コロナ禍のため実施すること

が不可能でした。 また、４月２７日には現地訪問の報告を兼ねた卓話とフォーラムも例会が休会となり

実施できませんでした。 
豊中ロータリークラブの国際奉仕は、過去において様々な形で実施されてきました。

例を挙げるとその始まりは、1997-1998 
長・秦辰也氏の講演です。このフォーラムが縁で当クラブとプラティープ財団との交流が始まりました。

交流の初めには クロント地区に中古の消防自動車を贈り、翌年から「生き直しの学校」設立ヘの寄付に

続いてスラムの子どもたちの芸術プロジェクトヘの資金援助を行うなどをしていました。その他、放置中

古自転車 100 台を毎年タイ国へ送ることや、フィリピン・ミンダナオ島の病院への中古救急車の贈呈や

オーストラリア・タスマニア島の救急用ヘリコプターの資金援助など実施しています。詳細は、クラブの

ホームページに記載されております。是非ご一読ください。

 新しいＧＧの申請についてご説明します。

本年度も、前回と同様に、タイ国シーロムＲＣと提携した事業でバンナサン病院に対する医療機器の贈呈

です。その主な機器は、ＣＯＰＤ患者用の呼吸補助装置や自動血圧監視装置などです。今回のＷＦは、補

助金を２０％づつ削減する可能性があることが分かっていたため５月中に申請を済ませるよう準備してま

いりましたが、書類の不備を指摘され最終的には補助金の申請額の８０％認可という結果になりました。

次年度、成果確認のためにタイ国訪問の行事があります。コロナ禍が収まった場合は、是非多くの会員の

参加を希望します。 
 一年間の国際奉仕活動への会員各位のご協力に感謝申し上げます。

先日中止になりました国際奉仕の卓話と、フォ

ーラムでご説明させていただく予定でございま

した資料を一部添付いたします。また、機会が

ございましたらご説明させていただきたく思っ

ております。 

2020－21 年度国際奉仕委員長

武枝敏之

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

21 年度 国際奉仕委員会 委員長 武枝 敏之 

今年度の活動は、タイ国シーロムＲＣからの紹介による新たなＧＧであるバンナサン

機器の贈呈プロジェクト実施の成果確認のためタイ国訪問の予定でしたが、コロナ禍のため実施すること

また、４月２７日には現地訪問の報告を兼ねた卓話とフォーラムも例会が休会となり

豊中ロータリークラブの国際奉仕は、過去において様々な形で実施されてきました。

1998 年度の国際奉仕フォーラムでの 曹洞宗国際ボランティア事務局

のフォーラムが縁で当クラブとプラティープ財団との交流が始まりました。

クロント地区に中古の消防自動車を贈り、翌年から「生き直しの学校」設立ヘの寄付に

続いてスラムの子どもたちの芸術プロジェクトヘの資金援助を行うなどをしていました。その他、放置中

台を毎年タイ国へ送ることや、フィリピン・ミンダナオ島の病院への中古救急車の贈呈や

オーストラリア・タスマニア島の救急用ヘリコプターの資金援助など実施しています。詳細は、クラブの

ホームページに記載されております。是非ご一読ください。 
新しいＧＧの申請についてご説明します。 

本年度も、前回と同様に、タイ国シーロムＲＣと提携した事業でバンナサン病院に対する医療機器の贈呈

です。その主な機器は、ＣＯＰＤ患者用の呼吸補助装置や自動血圧監視装置などです。今回のＷＦは、補

づつ削減する可能性があることが分かっていたため５月中に申請を済ませるよう準備してま

いりましたが、書類の不備を指摘され最終的には補助金の申請額の８０％認可という結果になりました。

次年度、成果確認のためにタイ国訪問の行事があります。コロナ禍が収まった場合は、是非多くの会員の

一年間の国際奉仕活動への会員各位のご協力に感謝申し上げます。 
 

 

先日中止になりました国際奉仕の卓話と、フォ

ーラムでご説明させていただく予定でございま

した資料を一部添付いたします。また、機会が

ございましたらご説明させていただきたく思っ

年度国際奉仕委員長 

武枝敏之 

 

今年度の活動は、タイ国シーロムＲＣからの紹介による新たなＧＧであるバンナサン病院に対する医療

機器の贈呈プロジェクト実施の成果確認のためタイ国訪問の予定でしたが、コロナ禍のため実施すること

また、４月２７日には現地訪問の報告を兼ねた卓話とフォーラムも例会が休会となり

豊中ロータリークラブの国際奉仕は、過去において様々な形で実施されてきました。 
曹洞宗国際ボランティア事務局

のフォーラムが縁で当クラブとプラティープ財団との交流が始まりました。

クロント地区に中古の消防自動車を贈り、翌年から「生き直しの学校」設立ヘの寄付に

続いてスラムの子どもたちの芸術プロジェクトヘの資金援助を行うなどをしていました。その他、放置中

台を毎年タイ国へ送ることや、フィリピン・ミンダナオ島の病院への中古救急車の贈呈や

オーストラリア・タスマニア島の救急用ヘリコプターの資金援助など実施しています。詳細は、クラブの

本年度も、前回と同様に、タイ国シーロムＲＣと提携した事業でバンナサン病院に対する医療機器の贈呈

です。その主な機器は、ＣＯＰＤ患者用の呼吸補助装置や自動血圧監視装置などです。今回のＷＦは、補

づつ削減する可能性があることが分かっていたため５月中に申請を済ませるよう準備してま

いりましたが、書類の不備を指摘され最終的には補助金の申請額の８０％認可という結果になりました。

次年度、成果確認のためにタイ国訪問の行事があります。コロナ禍が収まった場合は、是非多くの会員の

 

 

 


